





















































































































































































































































































































































































	表紙
	中表紙
	はしがき
	諸言
	調査団およびカウンター・パート構成
	謝辞
	目次
	Ⅰ　要約
	流域計画図

	Ⅱ　流域現況
	‐1　計画地域
	1-1　地形
	1-2　一般地質
	1-3　土壌
	1-4　土地利用
	1-5　気候

	‐2　水資源の開発
	2-1　雨量
	2-2　地表水
	2-3　地下水

	‐3　Sala河の洪水
	‐4　かんがいと農業
	4-1　かんがい
	4-2　農作物の生産
	4-3　家畜・森林・漁業

	‐5　流域の一般経済
	5-1　総体的経済成長
	5-2　人口
	5-3　農業
	5-4　工業
	5-5　インフラ・ストラクチヤーの開発


	Ⅲ　必要性、開発機会と資源
	‐1　洪水防禦
	1-1　河川系統の特徴
	1-2　洪水流量
	1-3　洪水被害
	1-4　洪水防禦の必要性

	‐2　農業
	2-1　農地拡大の限界
	2-2　作物の生産量
	2-3　農業生産資材
	2-4　農業改良普及事業及び試験研究
	2-5　農民組織及び生産品の販売
	2-6　畜産、漁業及び林業

	‐3　用水及び水資源
	3-1　かんがい
	3-2　家庭用水及びその他の用水
	3-3　かんがい用水の需要
	3-4　家庭用及びその他の水需要量
	3-5　総需要水量
	3-6　利用し得る水資源

	‐4　経済開発の必要性
	4-1　人口の成長
	4-2　就業機会の増加の必要性
	4-3　工業開発の必要性
	4-4　移住の必要性
	4-5　インフラ部門の改善の必要性


	Ⅳ　開発計画
	‐1　洪水防禦計画
	1-1　洪水防禦対策
	1-2　提案された計画地点における計画高水量
	1-3　提案された計画
	1-4　洪水防禦計画の実施

	‐2　農業およびかんがい開発
	2-1　農地利用の計画
	2-2　将来における農業
	2-3　かんがい用水資源の計画
	2-4　提案された用水量
	2-5　開発計画
	2-6　かんがいの便益

	‐3　水資源開発計画
	3-1　Wonogiri多目的貯水池
	3-2　Badegan多目的貯水池
	3-3　Bendo多目的貯水池
	3-4　Jipang多目的貯水池
	3-5　かんがい用単一目的貯水池
	3-6　低水の流量配分

	‐4　砂防計画

	Ⅴ　Sala河流域開発の全体基本計画
	‐1　基本計画の策定
	1-1　提案された開発計画
	1-2　部門別開発計画
	1-3　マスター・プランの実施計画

	‐2　経済性評価
	2-1　総建設費
	2-2　年間運転維持経費
	2-3　年間便益
	2-4　便益・費用比較 (B/C)
	2-5　総合評価

	‐3　計画の優先順位

	Ⅵ　今後の調査研究に関しての進言
	裏表紙

